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昭
和
三
十
年
一
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
　
　
　
第
　
三
　
＋
　
六
　
号

浪
速
大
學
事
務
局

¶

　
　
　
辞
　
　
　
　
令
○
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
臼
　
　
　
　
鱗
府
蟻
学
歌
島
武
司
願
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る
○
昭
和
二
十
九
隼
十
二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
鍵
轟
繰
滝
波
す
争
昭
和
三
十
年
三
月
九
臼
ま
で
休
職
期
聞
を
延

一
級
に
叙
す
る
浪
速
大
学
教
授
に
補
す
る
経
済
学
部
勤
務
を
命
ず
る
大
阪
府
立
大
学
教
員
に
任
命
す
る
三
級
に
叙
す
る
浪
速
大
学
工
業
短
期
大
学
部
助
手
を
命
ず
る
大
学
教
員
四
級
四
号
俸
を
給
す
る
○
昭
和
三
十
年
一
月
八
日

香
川
　
吉
一

大
挙
教
員
四
級
六
号
俸
を
給
す
る
農
学
部
勤
務
を
命
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
林
大
阪
府
立
大
学
教
員
に
任
命
す
る
三
級
に
叙
す
る
浪
速
大
学
農
業
短
期
大
学
部
助
手
を
命
ず
る
大
学
野
口
貝
四
級
七
H
サ
い
悸
を
給
す
る
　
　
　
　
　
　
斜
孫
騙
出

正
人
雅
章

　
　
　
慈
雛
蕪
幣
俸
苗
武
仁
助
手
補
を
命
ず
る
（
頭
書
）
級
号
俸
を
給
す
る
浪
速
大
学
（
頭
書
）
学
部
動
務
を
命
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
通
）
　
　
　
改
，
　
　
　
姓

長
ず
る
○
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
　
　
　
　
簸
禮
擁
磯
高
安
一
郎
　
　
　
　
（
同
岡
）
坪
川
一
郎
願
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る
（
各
通
）

大
阪
三
二
大
学
教
員
に
任
命
す
る
三
級
に
叙
す
る
浪
速
大
挙
助
手
を
命
ず
る
大
田
学
甜
教
員
六
級
六
二
包
悸
を
給
す
る
経
済
学
榔
勤
務
を
命
ず
る

竹
安
　
繁
治

　
　
　
　
　
　
（
朋
　
）
要
浪
速
大
学
経
済
学
部
勤
務
を
命
ず
る
（
各
通
）
　
　
　
慰
鼠
輩
鴛
俸
吉
村
　
　
　
轍
霧
韻
二
級
五
号
俸
近
藤

明
博
滋

0
昭
和
三
十
年
一
月
一
口

○
昭
和
三
十
年
一
月
十
日

学

内

報

　
　
　
　
大
阪
府
立
大
学
教
員
　
吉
田
　
洪
二
浪
速
大
学
教
授
に
補
す
る

大
阪
府
立
大
学
教
員
に
任
命
す
る
河
合
忠
夫

大
学
教
員
十
級
五
号
俸
を
給
す
る

二
級
に
叙
す
る

昭
知
二
十
九
年
十
二
月
二
十
七
日
、
大
阪
ロ
贋
立
大
…
学
職
員
繭
勤
務
評
定
規
程
が
次
の
よ
う
に

．
工
学
部
勤
務
を
命
ず
る

浪
速
大
学
助
教
授
に
補
す
る

定
め
ら
れ
、
大
阪
府
知
事
か
ら
訓
達
さ
れ
た
。

大
阪
府
立
大
学
教
員
梅
田
　
重
夫

大
攣
甜
教
員
・
七
級
六
号
俸
を
給
す
る

大
阪
府
立
大
学
職
員
勤
務
評
定
規
程

浪
速
大
学
講
師
に
補
す
る

工
学
部
勤
務
を
命
ず
る

（
勤
務
評
定
の
目
的
）

大
学
教
員
六
級
四
号
俸
を
給
す
る

助
手
　
補

宮
浦
　
睨
郎

第
一
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
＋
一
号
）
第
四
十
条
第
一
項

農
学
部
勤
務
を
命
ず
る

大
阪
府
立
大
学
教
員
に
任
命
す
る

の
一
規
｛
疋
に
基
き
、
大
阪
府
…
立
大
学
…
職
呂
斜
（
教
去
目
訳
公
務
員
特
例
法
（
昭
㎝
和
二
十
四
年
法
律
第

本
庄
栄
治
郎

三
級
に
叙
す
る

一
旦
ワ
）
の
適
用
叉
に
進
・
用
を
受
け
る
者
を
除
く
O
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
の
執
務
に
つ

大
阪
府
立
大
学
教
員
に
任
命
す
る

浪
速
大
学
助
手
を
命
ず
る

い
て
勤
務
成
績
の
評
矩
を
行
い
、

人
事
の
公
正
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一



　
（
勤
務
評
定
実
施
の
除
外
）

第
二
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
勤
務
評
定
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す

　
る
〇

　
一
　
非
常
勤
職
員

　
二
　
臨
時
的
職
員

　
（
勤
…
務
評
｛
疋
の
種
類
酬
）

第
三
条
　
勤
…
務
評
定
は
、
定
期
評
定
及
び
特
別
評
定
と
す
る
Q

　
（
定
期
評
定
）

第
四
条
定
期
評
定
は
，
条
件
付
任
用
期
間
中
の
職
員
を
除
く
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
一
、
、

　
毎
年
十
月
一
日
に
実
施
す
る
Q
但
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
休
職
・
停
職
・
療
養
命
令
期

　
聞
中
叉
は
評
定
を
受
け
る
職
員
の
異
動
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
公
正
な
評
定
を
行
う
こ
と

　
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
実
施
の
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
特
別
評
定
）

第
五
条
　
特
別
評
定
は
、
定
期
評
定
以
外
に
実
施
す
る
勤
務
評
定
を
い
う
0

2
　
条
件
付
任
用
期
闇
中
の
職
員
に
つ
い
て
の
特
別
評
定
は
、
原
則
と
し
て
当
該
職
員
の
条

　
件
付
任
用
期
聞
開
始
後
五
か
月
を
経
過
し
た
日
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
0

3
任
命
権
者
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
外
、
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
特
別
評
定
を

　
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
学
長
の
権
限
）

第
六
条
　
学
長
は
、
当
該
大
学
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
評
定
の
実
施
に
関
し
、
次
の
各
号

　
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
〇

　
一
　
｛
疋
㎝
期
評
｛
疋
の
実
施
．
時
期
…
の
祠
匙
期
…

　
二
　
条
件
付
任
用
期
闇
甲
甲
の
庶
職
員
の
特
別
評
｛
疋
の
実
施
時
…
期
の
変
更

　
一
二
　
定
期
評
定
に
お
け
る
勤
務
成
績
報
欝
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
の
確
認

　
四
　
条
舎
付
任
用
期
間
中
の
職
員
の
特
別
評
定
に
お
け
る
条
件
付
任
用
期
闇
勤
…
務
成
績
報

　
　
告
書
【
（
以
下
「
条
件
付
報
告
童
日
」
と
い
う
。
）
の
確
㎝
認

　
（
評
定
者
の
指
定
）

第
七
条
　
定
期
評
定
及
び
条
件
付
任
用
期
間
4
1
の
職
員
の
特
別
吾
北
に
お
け
る
評
定
者
は

　
次
の
と
お
り
と
す
る
〇

　
一
　
事
務
局
長
次
長
及
び
学
生
部
長
の
…
職
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
学
長

　
二
　
課
長
事
務
長
事
務
主
任
の
職
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
事
務
局
長
叉
は
学
生
部
長

二

　
三
　
前
各
号
に
掲
げ
る
職
ロ
貝
以
外
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
所
属
す
る
課
長
も

　
　
し
く
は
事
一
当
長
並
び
に
こ
れ
ら
と
同
一
等
叉
は
門
岡
等
以
上
の
職
に
あ
る
者

　
（
評
定
の
方
法
）

第
八
条
定
期
評
矩
は
、
職
員
ご
と
に
別
紙
様
式
第
一
に
掲
げ
る
条
件
付
報
告
書
を
用
い

　
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

2
　
条
件
付
任
M
用
期
間
巾
・
の
燃
臓
員
の
㎜
狩
別
評
定
は
、
別
紙
…
様
式
第
二
に
一
掲
げ
る
条
件
付
報
ル
古

　
書
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
評
｛
疋
に
当
H
つ
て
の
意
見
聴
取
）

第
九
条
　
評
梵
者
は
、
評
定
を
行
う
に
当
っ
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
評
定
を
受
け
る
…
職

　
員
の
勤
務
の
実
際
を
よ
く
知
っ
て
い
る
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
報
告
書
の
効
力
）

第
十
条
　
報
告
書
（
条
件
付
報
告
書
を
含
む
Q
以
下
本
条
及
び
第
十
一
条
・
第
十
二
条
に

　
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
評
定
期
聞
中
の
…
職
員
の
勤
…
務
成
績
を
示
す
も
の
と
す
る
。
但

　
し
、
次
に
掲
げ
る
場
一
合
を
除
き
、
当
該
評
定
期
…
闇
に
引
き
続
く
期
聞
に
お
け
る
そ
の
職
員

　
の
勤
務
成
績
を
示
す
も
の
と
み
な
す
〇

　
一
　
当
該
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
場
合

　
二
　
新
た
に
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
場
合

　
三
　
当
該
職
員
が
…
職
務
の
異
な
る
他
の
職
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
日
か
ら
五
か
月
を
経
過
し

　
　
た
場
合

　
（
報
告
書
の
提
出
）

第
十
一
条
　
学
長
は
、
勤
務
評
定
を
実
施
し
た
職
員
の
報
告
書
を
、
評
定
の
日
か
ら
二
十
日

　
以
内
に
総
務
部
教
育
課
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
報
　
告
堂
日
の
保
冗
官
）

第
十
二
条
　
報
告
書
は
、
二
部
作
成
し
、
人
事
記
録
と
し
て
そ
の
一
部
は
総
務
部
教
育
課
長

　
が
、
他
の
一
部
は
当
該
大
学
の
学
長
が
保
管
す
る
も
の
と
す
る
0

2
　
各
職
員
の
勤
務
評
定
の
結
果
は
公
開
し
な
い
。

　
（
勤
務
評
定
の
調
査
）

第
十
三
条
　
評
定
者
を
区
処
す
る
監
督
者
は
、
評
定
者
が
行
っ
た
勤
務
成
績
の
評
定
に
つ
い

　
て
不
均
衡
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

　
お
い
て
、
そ
の
監
督
者
は
適
当
と
認
め
る
意
見
を
報
告
書
に
附
記
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
勤
務
評
｛
疋
の
調
査
研
一
究
）



第
十
四
条
　
総
…
務
部
…
教
育
課
長
は
、
毎
年
定
期
に
勤
務
評
定
の
実
施
状
況
を
調
査
研
究
し
、

　
勤
務
評
定
の
方
法
、
そ
の
他
勤
弱
勝
評
定
に
必
要
な
事
項
の
改
善
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
補
　
則
）

第
十
五
条
　
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
外
、
勤
務
評
定
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
，

　
別
に
定
め
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
附
　
　
　
　
則

　
1
　
こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
一
臼
か
ら
適
用
す
る
0

　
2
こ
の
規
程
適
用
後
初
の
定
期
評
定
を
実
施
す
る
日
は
、
第
四
条
及
び
第
六
条
の
規
定

　
　
に
か
か
わ
ら
ず
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
一
R
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
評
定

　
　
期
間
の
始
期
は
同
年
一
月
嗣
日
と
す
る
Q
但
し
、
同
年
一
二
二
日
以
降
に
採
用
（
転
任

　
　
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
始
期
は
採
用
さ
れ
た
日
と
す

　
　
る
0

3
昭
和
二
＋
九
年
＋
二
月
二
＋
百
に
お
い
一
・
、
現
に
条
件
付
任
用
期
闇
申
に
あ
る
職

　
　
員
に
つ
い
て
は
、
第
五
置
旧
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
定
期
評
定
を
行
う
も
の
と
す

　
　
る
。

様
　
　
式
　
第
一
　
第
二

略

　
　
　
二
大
阪
府
学
生
就
職
対
策
本
部
設
置

　
（
　
大
阪
府
で
は
在
阪
国
、
公
、
私
立
各
大
学
卒
業
者
の
就
職
難
を
打
開
す
る
た
め
、
知
事
を

本
部
長
に
、
官
公
庁
・
大
学
・
経
営
者
団
体
・
報
道
機
関
な
ど
を
委
員
と
す
る
「
大
阪
府
学

生
就
職
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
張
力
な
就
職
促
進
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
Q
同

設
置
要
項
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
〇

一
　
目
　
的

　
　
現
下
の
経
済
情
勢
の
推
移
に
伴
い
、
深
刻
化
し
て
い
る
大
学
卒
業
者
の
就
職
難
に
対
処

　
す
る
た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
官
公
庁
・
経
営
者
団
体
・
大
学
。
報
道
機
関
等
を
も
つ
て

　
「
大
阪
府
学
生
就
職
簿
策
本
部
」
を
大
阪
府
に
設
置
し
、
庭
瀬
大
学
卒
業
者
の
就
職
に
関

　
す
る
諸
劃
訂
画
の
謄
束
定
、
こ
れ
ら
学
生
の
帰
岬
趨
状
況
調
査
及
び
諸
般
の
情
報
の
牧
山
集
等
を
行

　
う
と
と
も
に
、
経
営
者
へ
の
雇
用
勧
奨
・
学
生
の
啓
蒙
・
そ
の
他
一
般
的
啓
発
広
報
を
推

　
進
し
じ
も
っ
て
大
学
卒
・
業
者
の
就
職
促
進
を
　
図
る
も
の
と
す
る
。

二
　
購
　
成

　
　
大
阪
府
学
生
就
職
対
策
本
部
の
委
員
は
、
次
の
も
の
の
代
表
出
倉
若
し
く
は
代
表
者
の
推

　
薦
し
た
者
を
も
つ
て
購
成
す
る
。

31　29　27　25　23　21　19　17　15　13　11　9　7　5　3　1

公薪大日大関大生日関大関短公大大
共

職

業聞央会
安

定

窺灘1躰阪
戴鋳型大大嚢

所社局部会意会部会会同会学学会府

り
臼4632　30　28　26　24　22　20　18　16　14　12　10　8

関大大私国大
西　阪
　悪
書　商立立

常盤工　　阪

同業細大大
友　議

会会所挙学市

大
阪
府
商
エ
協
同
組
合
連
合
会

社
団
法
人
．
大
阪
銀
行
協
会

大
阪
百
貨
店
協
会

近
畿
造
船
協
議
会

浪
　
速
　
電
　
鉄
　
協
会

大
阪
証
券
業
協
会

社
団
法
人
大
阪
貿
易
協
会

民
　
　
聞
　
　
放
　
　
送
　
　
局

関
西
学
生
就
職
連
絡
協
議
会

大
　
　
阪
　
　
府
　
　
会

三
　
業
　
務

　
　
大
阪
府
学
生
就
職
対
策
本
部
の
業
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
Q

　
1
　
新
規
大
学
卒
業
者
の
就
職
希
望
状
況
、
就
職
、
未
就
職
状
況
等
の
帰
趨
を
常
時
把
握

　
　
し
て
、
そ
の
就
職
促
進
に
関
す
る
方
策
を
…
樹
立
す
る
こ
と
0

　
2
　
経
済
情
勢
、
雇
用
状
況
等
、
大
学
卒
業
者
の
就
職
に
…
関
し
、
必
要
な
調
査
を
行
い
情

　
　
報
を
牧
臭
し
、
こ
れ
を
大
学
、
職
業
安
定
機
関
に
周
知
さ
ぜ
、
そ
の
職
業
紹
介
活
動
を

　
　
円
滑
な
ら
し
め
る
こ
と
0

　
3
地
域
社
会
、
特
に
経
営
者
に
訂
し
、
大
学
卒
業
者
の
雇
用
に
関
す
る
広
報
活
動
を
行

　
　
う
こ
と
Q

　
4
大
学
と
連
け
い
の
下
に
大
学
卒
業
者
に
対
し
、
広
い
視
野
か
ら
就
職
に
つ
い
て
の
啓

　
　
蒙
を
行
う
こ
と
O

三



　
5
　
大
学
、
職
業
安
定
機
関
と
密
接
な
連
け
い
の
下
に
、
関
西
学
生
就
職
連
絡
一
口
峨
会
、

　
　
経
営
者
協
会
、
商
工
会
議
所
等
の
諸
団
体
を
通
じ
、
雇
用
の
勧
奨
、
啓
蒙
宣
伝
を
行
う

　
　
こ
と
Q

　
6
そ
の
他
大
学
卒
業
者
の
就
職
促
進
に
必
要
な
事
項

四
　
運
　
営

　
　
大
阪
府
学
生
就
職
対
策
本
部
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
本
要
項
の
趣
旨
に
憎
い

　
て
別
に
定
め
る
。

　
　
　
三
昭
和
二
十
九
年
度
卒
業
・
学
年
試
験
及
び
昭
和
三
十
年
度
入
学
試
験
行
事
予
定
表

　
（月

　
日

一瓢

一
一
学
部
入
｝

工
、
農
短
期
大
学
部
入
学
試
験
予
定

夏
三
一
火

エ
、
警
部
卒
義
験
贈
一
　
　
　
一

〃
三
三
月
農
短
学
部
卒
業
試
験
開
始

一

火

エ
、
教
学
部
学
年
試
験
開
始

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

〃
　
　
七
日

月

工
学
部
卒
業
試
験
終
r
農
学
部
卒
業
、
学
年
試
験
開
始

願
書
受
付
開
始

警
肇
義
験
開
始
　
一
　
　
　
　
一

〃
八
三
火

工
面
部
卒
義
験
開
始
㎝
　
　
　
　
｝

・
三
旦
土

難
学
肇
義
験
肇
［
　
　
　
　
「

ノ
　
一
六
日

水
「
難
学
部
箋
判
定

一

〃
　
一
八
日

金
農
、
教
、
工
短
学
部
卒
業
試
験
終
r

一

〃
　
二
一
日

月

農
短
学
部
学
隼
試
験
開
始

願
書
受
付
締
切
入
試
問
題
印
刷
開
始

［

〃
　
二
二
日

火

工
学
部
学
年
試
験
終
『
工
短
学
部
学
年
試
験
開
始

㎜

〃
　
二
一
二
日

水

農
、
教
学
部
学
事
験
終
筆

〃
　
二
四
H
木

警
部
差
試
験
肇
　
一

一

土

工
学
部
卒
業
判
定

「
－
　
i
　
一

四

三
月
二
旦
水
霧
部
箋
判
定
　
　
［
　
　
　
｝

〃
四
旦
皇
工
短
学
部
学
年
葭
肇
一
　
．

一

〃
　
　
五
日

主
農
攣
部
学
年
試
験
終
r

「

〃
　
　
七
日

i
警
学
肇
業
判
定

｝

〃
　
　
九
日

水
冨
墾
部
箋
追
試
験
判
定

一

〃
δ
三
木

入
学
試
験

馨
受
付
開
始

〃
＝
旦
金
工
短
学
部
卒
業
判
定

入
義
験
　
　
「

”
天
旦
金
　
　
　
　
　

全
学
部
卒
業
式
大
学
院
学
位
記
授
与
式

一

〃
充
置
土

大
学
院
願
書
受
付
締
切

〃
二
三
旦
水

一

願
書
受
付
締
切

〃
二
七
一
日

’
細
引
馨
受
馨
薯
発

1

〃
二
八
一
月

頚
難
学
試
験

〃
二
九
旦
火

天
学
院
面
接
試
験

入
学
試
験

〃
三
・
三
三

「
　
　
・

入
学
試
験

〃
三
旦
杢
　
　
　
　
　
蘇
霧
雲
者
発
表
算
体
量

四
月

八
一
童

「

　
　
　
　
　
　
　
　
i
［
合
薯
嚢

〃
＝
旦
月
　
　
一

全
学
部
授
業
開
始

第
｝
次
入
学
手
続
締
切

「

〃
　
一
五
目

金

ア
手
続
締
切

〃
　
［
六
日

土

第
二
次
入
学
手
続
締
切
「

〃
　
一
八
日

月

［
　
　
　
ア
学
式

〃
　
一
九
日
一
　
　
F
　
　
　
　
　
I
　
－
　
一
　
ヒ
〃
二
曾
区泳

ア
釜
誓
式
．
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
1
　
．
｝
薪
入
学
壁
授
業
麗
始
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
一

列
三
三
木
一
〃
二
二
旦
金
一

「
　
　
　
　
1
　
一
　
一
　
1
　
　
－
　
」
　
　
一
－
　
1
　
　
　
．
　
　
　
f
　
　
t
　
一
　
…
　
一
　
　
一
　
　
l
　
l

馨
部
へ
集
合
　
一

【新

G
生
授
業
開
始
一


